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これこそ日’本文化の大陸進展の一つの大きなものではあるまいか．吾々アヤ

チュア仲間の東亜協同臆へ，興亜への一つの御奉公として，この間題を御壷へ

願ひたいと思ふ．（26QO－8－20）

編　輯　局　よ　リ

　本號にはE．C．スラィファ博士の火星面の研究の全。睾を載せることが出來た

のは本1褻である．阿れは米國から贈られたLos　Angeles　Examinerといふ薪

聞の特ダネ記事であって，其の要黙は・去る七月10日頃の本會急報や・同盟通

信により，叉，Ssくれて，科下書報の九月號によって我が國の一般祉會に知ら

された柳である．fASぼ，又ドヒ月12日の本物炉支部例會席一しで山本酸が

其の原文を紹介された．こNに載せたものは，原文の全澤で，米西門のジャ1ナ

リズムの香りが多分にある・（急報にも知らせた如く・とのスラ1フ・氏の獲表

した火星爲眞の増刷りを，別に希望者には頒ちますから，希望者は本會事務局

まで申込んで下さい．郵船料とも，實費1圓也です．）

　木二成麿氏の白鳥墜SS型の鱗星論は，前號がらの績きで，爾ほ…．』：個連紋

するが，此の腫の星の観測や研究は，氏の最も得意とされる所で，學術的に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
最も工みごたへのあるものである．

　S．L氏の古代日本暦の研究も，木邊氏のに劣らぬ深い研究の獲表で，白兇に

7回を重ねてみるが・今後尚ほ先回績載される下定である・我が國の古代文化

研究の資料として，貴重なものであると共に，讃者の研究心に多くの示陵を與

へるものと言って宜からう．

　大阪商科大等長河田法學博士の文は，他からの轄載で，人々の立場々々によ

る多方面からの言ひ分はあらうが，之れについては主筆の寸許が巻頭に載って

みるから，こNに多くを語らない．

　タテ組附録の“コロンブスの天文學”は，今から四五百年前の，“コペルニク

以前”の駄洲天文學界の一i面を伺ぴ得られる名文である．資料はドイツのチン

ナ博士の研究論交に獲たもので・貴重な…文献である・替れも数ケ月下の神月

の例會で主筆が朗讃紹介されたものである．

　観測部月報帳告へ筆を向けるが，此の頃，最：も健實なのは，只，流星課だけ

で，他は太陽でも，黄道光でも，槻測報告が振はない．回れには，人的關係だ

けでなしに，三二異骨の影響も多分にあるが，それにしても，五六年前の霊祝

に比べて，太陽黒貼観測報告｝こ訣測の多いことは檎みのたねである．部長や謀

長の指導宜しきを得て・何とか現状から立ち上って貰ひたい・太陽黒黒占の活動

は確かに極大期を過ぎたけれど・しかし，黒黙の學的贋値は，　（第323賀へ）



天昇233　　　　　　　　　字宙を観る，入生を観る

く，時期も不便で，決して今回のやうな美しさは味はれない．
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　今回の雨星接近は，高度が高くて，殆んど頭上に近く，時機が秋で，爾星が

共に太陽の反鉗側にある時であるから，誓事好都合である．爾星の最も近づく

日は前後3回もあることも，吾々には楡快な消息である．

　この頃の天盟暦では，星が互に會合すると言っても，それは“赤経會合”を

言ふ場合が多V・けれど，野際の現象を眼で見る感じから言へば，“黄経隣合”カS

本図の“會合”である．因みに，今回の雨星の會合について，比較して見ると，

　　　　　　　　　赤纒會合　　　相互の距離　　　萱纒會合　　　相互の距離

　　第1回　　1940年8月15日　　1。15’　　1940年8月8日　　1。10’

　　第2回　　1940年10月12日　　1　17　　　1940年10月20日　　1　15

　　第3回　　1941年2月21日　　121　　　1941年2月15日　　115

　この次ぎに，このやうな立派な接近が見えるのは，60年後の，學暦2000年で

なければならなV・．青年たちの中で，氣の長V・人々は此の年を御待ちなさい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1940－8－1）

（第352頁より）極大期でも，極小期でも，攣りは無いのであるから．

　いよ々々本誌の次號はタプル・ナンバ（倍大號）で，“十，十一一，十：二月號”と

し，天象は十一月と十二月と爾月の室の豫報を紹介し，一般の記事につV・ても

例によって，主筆の巻頭随筆のほかに，木邊氏や，S．　L氏の績稿と共に，山

本氏の“保井春海の星座”や，フィシャ博士の“極光を語る”，フロイントリヒ博

士の“球巨星團”の新論，“プラネタリウム通信”等々，本誌の誇るべき記事と

して載せることとする．　　　　　　　　　　　　　　　（19CO｝8一一20）


